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統合版発刊にあたって 
岡山県畜産会長 惣 津 律 士 

 

 昭和23年以来岡山県畜産行政のＰＲ誌として県畜

産課の方々が執筆されている「岡山畜産便り」は 14

巻第11号という記録をもって全国に好評を博してお

りますが、さきに県総合畜産の発足と共に発行され

ている「おかやま総合畜産」を統合して、畜産全般

にわたって内容の充実したものとし、しかも岡山県

畜産会でやる事が適当ではないかとの意見がありま

して、昨春以来関係者の間で協議が重ねられました

結果、本年１月から統合版を出す事になりましたの

で、御了承の上、今後格段の御愛顧を御願い申し上

げます。 

 岡山県畜産会は畜産の経営診断を行う純粋の技術

指導団体でありまして、政治的色彩は全然ありませ

ん。そして会員は総合畜連、酪連、経済連、養鶏加

工連、共済連、養鶏農協組合、獣医師会、信連、家

畜商協連の９団体となっておりまして、これ等会員

の畜産に関する広報活動を前述の統合誌に出来る限

りしぼる事は必要でありますし、それに行政施策の

記事を十二分におりこむ事が肝要と存ずるのであり

ます。 

 畜産関係の印刷物は全国的に見ましても、数多く

出版され、年と共に内容は充実して参っておりまし

て、農家の皆様方は少くとも１冊は毎月お読みにな

っている事と思いますが、今般の統合誌につきまし

ては編集にあたって、研究に研究を重ねて御期待に

添い得るように努力していますので、この月刊誌を

座右の友として御愛読下さいますよう御願い申し上

げます。 

 出版物は従来の例を見ますと、少い範囲の読者相

手では軽費が割高になり、永続性に乏しい点が伺わ

れるのですが、皆様の御協力によって、皆様に御馴

染み深い「岡山畜産便り」以上に続けたいと念願し

ておりますので、広い読者の獲得に御協力を御願い

します。 

 本県畜産はその内容において大きい変化を見せて

参っておりまして、経済界の動きによって、農家の

畜産経営内容に明暗の様相を示しております。しか

しながら農業振興が国の施策として重要であり、し

かも畜産がその主軸をなすことは誰しも疑う余地は

ないのでありまして、是が非でも農業の近代化をや

りとげなければならないのであります。私達がこの

ためには時間の許す限り広く知識を吸収して、活用

しなければなりません。我々の叡智と努力が本県畜

産を立派なものになしとげるものと確信しておりま

す。 

 この雑誌を通して私達は同じ畜産を営なむ者の横

のつながりを密にすることを努力しましょう。これ

等読書の友達の力が明日の本県畜産振興の糧となる

日を期待しています。何分共よろしく御願い申上げ

ます。 

 


